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市
長
へ
の
報
告

３
月
２９
日
に
、
影
響
調
査
研
究
会
の
片

山
会
長
と
折
出
副
会
長
が
「
西
尾
市
産
業

廃
棄
物
処
理
施
設
の
建
設
に
よ
る
周
辺
環

境
等
へ
の
影
響
に
関
す
る
研
究
結
果
報
告

書
」（
報
告
書
）
を
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

報
告
書
で
は
「
一
色
町
生
田
竹
生
新
田
地

影
響
調
査
研
究
会
が
報
告
書
を
提
出

新
た
な
処
分
場
の
建
設
回
避
を

　
一
色
町
生
田
地
区
に
は
、
過
去
に
民
間
の
事
業
者
が
産
業
廃
棄
物
処
分
場
（
産

廃
処
分
場
）
を
設
置
し
、
廃
棄
物
の
埋
め
立
て
を
行
っ
た
後
、
排
水
処
理
を
行
わ

ず
に
放
置
し
た
産
廃
処
分
場
の
跡
地
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
跡
地
を
取
り
囲
む
区
域

で
、
三
重
県
の
事
業
者
が
新
た
な
産
廃
処
分
場
の
建
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
29
年
８
月
か
ら
新
た
な
産
廃
処
分
場
建
設
地
と
し
て
の
適
否
を
検
討
し
て
き
た

産
廃
処
理
施
設
建
設
計
画
影
響
調
査
研
究
会
（
影
響
調
査
研
究
会
）
は
３
月
29
日
、

「
新
た
な
処
分
場
の
建
設
は
回
避
が
望
ま
し
い
」
と
市
長
に
報
告
し
ま
し
た
。

問
産
業
廃
棄
物
対
策
室
（
☎
34
・
８
１
１
１
／
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
）

内
に
お
け
る
産
廃
処
分
場
の
建
設
は
多
方

面
に
わ
た
っ
て
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

明
白
に
な
っ
た
。
現
世
代
の
み
な
ら
ず
、

次
世
代
の
西
尾
市
民
、
ま
た
愛
知
県
民
に

と
っ
て
不
利
益
を
も
た
ら
す
今
回
の
産
廃

処
分
場
の
建
設
は
回
避
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
」
と
結
論
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

報
告
を
受
け
た
中
村
市
長
は
「
南
海
ト

ラ
フ
地
震
に
起
因
す
る
影
響
を
は
じ
め
、

貴
重
な
野
鳥
の
生
息
地
や
子
ど
も
た
ち
の

教
育
環
境
へ
の
影
響
が
あ
り
、
三
河
湾
全

体
の
問
題
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

報
告
書
を
県
に
示
し
、
影
響
が
多
方
面
に

及
ぶ
こ
と
を
主
張
し
て
い
く
」
と
述
べ
ま

し
た
。

組
織
の
強
化

４
月
１
日
に
、
産
廃
処
分
場
の
跡
地
と

新
た
な
立
地
に
対
す
る
組
織
体
制
を
強
化

す
る
た
め
、
市
環
境
保
全
課
内
に
産
業
廃

棄
物
対
策
室
を
設
置
し
ま
し
た
。
県
と
の

連
絡
調
整
や
事
業
者
と
の
折
衝
、
市
民
へ

の
情
報
発
信
な
ど
の
業
務
を
担
い
ま
す
。

委
員
の
意
見

■
自
然
生
態
系
の
観
点
か
ら

・
一
色
町
に
は
、
多
く
の
野
鳥
が
生
息
し
、

国
と
県
が
指
定
す
る
絶
滅
危
惧
種
の
野

鳥
が
多
く
生
息
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

一
色
干
潟
と
そ
の
沿
岸
に
葦あ

し

原
が
広
が

り
、
汽
水
・
淡
水
の
水
面
や
湿
地
が
多

く
残
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

・
計
画
地
に
産
廃
処
分
場
が
建
設
さ
れ
た

場
合
、
一
色
町
に
残
さ
れ
た
汽
水
・
淡

水
の
生
息
環
境
が
消
滅
し
、
絶
滅
危
惧

種
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
野
鳥
が
生

息
地
を
失
う
。

■
三
河
湾
の
環
境
の
観
点
か
ら

・
一
色
干
潟
域
は
、
三
河
湾
の
中
で
も
優

良
な
ア
サ
リ
の
漁
場
で
あ
り
、
良
質
な

ノ
リ
の
養
殖
が
行
わ
れ
て
い
る
。
計
画

地
周
辺
で
は
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
一
色

産
う
な
ぎ
」
の
養
殖
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
る
。

・
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
起
き
、
津
波
に
よ

る
堤
防
破
壊
や
冠
水
が
発
生
す
れ
ば
、

産
廃
に
含
ま
れ
る
何
ら
か
の
有
害
物
質

産廃問題

影
響
調
査
研
究
会

委
員
の
皆
さ
ん　
敬
称
略

検
討
協
議
の
経
過

29
年
８
月
29
日　
第
１
回
。
現
地
視
察
、

産
廃
処
分
場
建
設
計
画
の
概
要
・
計
画

地
周
辺
の
教
育
施
設
の
立
地
状
況
、
地

震
被
害
想
定
な
ど
の
説
明

10
月
25
日　
第
２
回
。
髙
橋
委
員
が
「
一

色
町
に
生
息
す
る
野
鳥
」、
鈴
木
委
員

が
「
三
河
湾
へ
の
影
響
」
を
発
表

11
月
29
日　
第
３
回
。
元
御
嵩
町
長
の
柳

川
喜
郎
氏
が
「
御
嵩
町
産
廃
問
題
の
あ

ら
ま
し
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。
木
曽
委

員
が
「
産
業
廃
棄
物
処
分
場
の
現
状
と

課
題
」
を
発
表

１
月
15
日　
第
４
回
。
折
出
委
員
が
「
教

育
環
境
の
観
点
か
ら
の
考
察
」、
中
山

委
員
が「
経
済
学
的
見
地
か
ら
の
提
言
」、
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る
。
そ
の
場
合
、
地
下
水
や
周
辺
海
域

が
汚
染
さ
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
立

地
場
所
と
し
て
の
適
正
が
疑
わ
れ
る
。

・
全
国
各
地
の
産
廃
処
分
場
周
辺
の
地
下

水
が
環
境
基
準
を
超
え
た
例
が
報
告
さ

れ
て
い
る
が
、
継
続
調
査
以
外
の
措
置

が
取
ら
れ
て
い
な
い
。
環
境
ホ
ル
モ
ン

と
み
な
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
化
学
物
質

が
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
規
制
物
質
で

は
な
い
た
め
、
通
常
は
測
定
さ
れ
ず
、

放
流
先
の
海
洋
生
物
へ
の
影
響
を
予
測

す
る
方
法
が
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

■
教
育
環
境
の
観
点
か
ら

・
計
画
地
に
は
一
色
中
学
校
が
隣
接
し
、

一
色
東
部
小
学
校
も
近
距
離
に
あ
る
た

め
、
教
育
環
境
へ
の
影
響
を
詳
細
に
調

査
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
産
廃
処
分
場
が
建
設
さ
れ
る
と
、
悪
臭

や
空
気
の
汚
れ
、
作
業
す
る
重
機
の
騒

音
な
ど
の
問
題
が
発
生
し
、
学
校
生
活

を
送
る
児
童
と
生
徒
へ
の
大
き
な
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
。
産
廃
を
運
ぶ
ダ
ン
プ

カ
ー
が
一
日
に
何
百
台
も
通
行
す
れ
ば
、

通
学
時
の
危
険
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
り
、
適
当
と
は
言
い
難
い
。

■
経
済
の
観
点
か
ら

・
特
産
物
の
生
産
量
の
減
少
や
そ
れ
に
伴

う
所
得
の
減
少
、
衛
生
・
騒
音
な
ど
に

よ
る
健
康
面
・
精
神
面
で
の
被
害
な
ど
、

そ
の
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。
産
廃
処

分
場
に
よ
る
環
境
・
風
評
被
害
が
発
生

し
た
場
合
、
地
域
住
民
へ
の
経
済
的
な

悪
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

・
産
廃
処
分
場
が
建
設
さ
れ
て
も
、
雇
用

創
出
な
ど
の
経
済
的
効
果
は
希
薄
と
思

わ
れ
る
。

が
三
河
湾
に
流
出
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
る
。

・
有
害
物
質
が
流
出
し
た
場
合
、
愛
知
県

の
み
な
ら
ず
、
全
国
の
食
卓
に
安
心
・

安
全
な
水
産
物
を
供
給
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
る
。
ま
た
、
県
全
体
の
漁
業
従

事
者
の
生
活
が
大
き
く
損
な
わ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。

■
汚
染
物
質
の
観
点
か
ら

・
計
画
さ
れ
て
い
る
産
廃
処
分
場
の
底
部

は
遮
水
シ
ー
ト
が
施
工
さ
れ
る
が
、
遮

水
シ
ー
ト
の
破
損
は
、
地
下
水
さ
ら
に

は
海
水
の
汚
染
に
つ
な
が
る
。
こ
の
地

域
で
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
発
生
し
、
地

盤
が
液
状
化
し
た
場
合
、
遮
水
シ
ー
ト

が
大
き
く
破
損
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

■
防
災
・
地
盤
の
観
点
か
ら

・
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
３０
年
以
内
に
発
生

す
る
確
率
は
７０
～
８０
％
で
、
切
迫
性
が

強
い
。

・
計
画
地
は
液
状
化
リ
ス
ク
が
極
め
て
高

い
。
海
抜
０
メ
ー
ト
ル
地
帯
で
あ
り
、

地
震
時
に
は
地
盤
が
さ
ら
に
沈
下
し
、

長
期
に
わ
た
り
水
が
た
ま
る
可
能
性
が

高
い
。

・
地
震
に
よ
る
海
岸
堤
防
の
破
壊
・
沈
下

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
堤
防
機
能
は
期

待
で
き
な
い
。

・
地
球
温
暖
化
に
伴
い
海
面
が
上
昇
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
、
台
風
や
高
潮
に
よ

る
浸
水
の
危
険
性
が
あ
る
。

も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
計
画
地
の
状

況
な
ど
を
正
確
に
お
伝
え
す
る
た

め
、
要
望
に
応
じ
て
説
明
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

対
象　
お
お
む
ね
10
人
以
上
で
構

成
す
る
町
内
会
や
各
種
団
体
な

ど
開
催
日
時　
午
前
10
時
～
午
後
９

時
。
曜
日
は
問
い
ま
せ
ん
。

申
込
方
法　
説
明
会
を
希
望
す
る

10
日
前
ま
で
に
、
町
内
会
長
ま

た
は
団
体
な
ど
の
代
表
者
が
、

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
で
産
業
廃
棄
物
対
策
室

（
☎
34
・
８
１
１
１
／
ＦＡＸ
34
・

８
１
１
５
／
糸kankyo-h@

c
ity.nishio.lg.jp

）
へ
。

新たな産廃処分場の計画地
放置された産廃処分場の跡地

一色中学校

野
田
委
員
が
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
お

い
て
西
尾
市
沿
岸
域
で
予
想
さ
れ
る
液

状
化
・
津
波
な
ど
に
よ
る
被
害
に
つ
い

て
」
を
発
表

２
月
20
日　
会
長
・
副
会
長
協
議
。
研
究

結
果
の
取
り
ま
と
め

３
月
15
日　
第
５
回
。
研
究
結
果
報
告
書

に
つ
い
て
協
議

産廃処分場
の位置図

委員が現地視察を行い、計画地が一色
中学校と距離が近いことなどを確認

全国産廃問題市町村連絡会

研　修　会
日時　５月１３日㈰　午後２時　
場所　一色地域交流センターカーネーション
ホール（１階）

講演会テーマ／講師　
①西尾市の産廃問題に関する法律的見解に
ついて／弁護士　坂本博之氏

②那須地域における産廃問題の現状と課題
について／眞嶋雄二氏

参加費　無料
その他　事前申し込みは不要
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